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板野町子ども議会
　10月５日、板野町役場の議場で、町内小中
学校の児童・生徒たちによる板野町子ども議
会が開かれました。
　14名の子ども議員の皆さんは、通学路の…
安全対策や防災対策など、自分たちの身の回
りで気になっていることについて、それぞ
れの視線で考えた質問や要望を行いました。…
それらについて、町の施策や取り組み方を…
教育長や課長が丁寧に答弁しました。
　板野町をより良くしていくために、皆さん
は真剣に取り組んでいました。
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

　
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
十
二
月
十
日
を「
人
権

デ
ー
」と
定
め
、
人
権
の
発
展
を
さ
ら
に
推
進
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
翌

年
の
昭
和
二
十
四
年
か
ら
、
毎
年
十
二
月
十
日
を
最
終
日

と
す
る
１
週
間
を「
人
権
週
間
」と
定
め
、「
み
ん
な
で
築
こ

う　
人
権
の
世
紀
～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち　
未
来
へ

つ
な
げ
よ
う　
違
い
を
認
め
合
う
心
～
」を
重
点
目
標
に

人
権
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

●
町
内
巡
回

　
�

広
報
車
に
よ
る
町
内
啓
発
と
特
設
人
権
相
談

所
案
内
チ
ラ
シ
と
共
に
啓
発
物
品
の
配
布

●
特
設
人
権
相
談
所

　
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る「
人
権
相
談
」

　
時
間　
午
後
一
時
三
十
分
～
四
時

　
場
所　
町
民
セ
ン
タ
ー
二
階（
小
会
議
室
）

　
　
　
　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

�

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

人権擁護委員による啓発活動
12月４日（火）

全国一斉

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
人
権
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
　
☎
六
七
二
ー
五
九
八
八

　
徳
島
地
方
法
務
局
と
徳
島
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
女
性
の
人
権
問
題
解
消
に

向
け
、
次
の
と
お
り
電
話
相
談
の
強
化
週
間

を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
土
・
日
曜
日
も
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
ま
た
、平
日
は
時
間
を
延
長
し
、

午
後
七
時
ま
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

実
施
期
間　

�

十
一
月
十
二
日（
月
）～

　
　
　
　
　
十
八
日（
日
）ま
で
の
七
日
間

時
　
　
間　
午
前
八
時
三
十
分
～

　
　
　
　
　
午
後
七
時
ま
で

　
　
　
　
　

�

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は

午
前
十
時
～
午
後
五
時
ま
で

開
設
場
所　
徳
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　
　
☎
〇
五
七
ー
〇
七
〇
ー
八
一
〇

　
　
　
　
　
　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
　
　
※�

一
部
の
IP
電
話
か
ら
は
ご
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

取
扱
内
容　

�

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
離

婚
問
題
、
暮
ら
し
の
悩
み
ご
と

な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ

　
徳
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
六
二
二
ー
四
八
九
四

第
七
十
回
人
権
週
間

　
九
月
十
七
日
、
文
化
の
館
さ
く
ら

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
板
野
町
敬
老
会

が
開
催
さ
れ
、
約
三
百
人
の
方
々
に

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
百
歳
超
、
九
十
五
歳
、

九
十
歳
、
米
寿
、
八
十
歳
の
節
目
の

方
や
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
及
び
金
婚

を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
に
、
祝
い
状
・

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
小
・
中
学
校
の
児
童

生
徒
に
よ
る
敬
老
作
文
の
発
表
、
徳

島
文
理
大
学
の
鶯(

う
ぐ
い
す)　
春

夫
氏
に
よ
る『
元
気
で
長
生
き
』と
題

し
た
講
演
な
ど
、
出
席
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
板
野
町
議
会
定
例
会
が
九
月
五
日
に
開
会
さ
れ
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
を
審
議
し

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
原
俊
夫
氏（
中
久
保
）が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
三
十
三
年
十
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
。

板敬

老

会

野
町

板
野
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

原
俊
夫
氏
を
選
任

週
強
間
化

女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

♥募集人数　　０歳児～３歳児　220名
♥受付期間　　平成30年11月12日（月）～平成30年11月22日（木）　※土、日、祝日は除く
♥受付場所　　保育園、役場住民課
♥受付時間　　午前８時30分～午後５時15分
　　※４月入園は、期間内に申し込まれた方で利用調整を行い決定します。
　　　�上記期間以降も申し込みは可能ですが、期間内に申し込みされた方を優先して利用調整したのちに、

利用枠に余裕がある場合にのみ利用調整いたします。
♥該当する乳幼児　・平成27年４月２日～平成30年４月１日までに生まれた幼児
　　　　　　　　　・平成30年４月２日～平成30年７月31日までに生まれた乳児
　　　　　　　　　・�板野町保育園設置及び管理に関する条例施行規則の規定により保育が必要な児童と�

認められる者
♥入園申込　　必要な書類は、保育園または役場住民課に用意しています。
　　　　　　　同一世帯で２人以上の児童が申し込む場合は、それぞれの児童ごとに申込書を提出してください。
　　　　　　　詳しいことは、保育園・役場住民課でおたずねください。

お問い合わせ　板野保育園　☎672ー2101　　役場住民課　☎672ー5984

平成31年度 園　児　募　集
板野保育園

　　   板野町防災訓練
　南海トラフを震源とする地震発生確率は今後30年以内に70％〜80％程度と
なっています。
　板野町では今年も、町民の皆様を対象に地震災害を想定した防災訓練を実施
します。
実際の災害を想定して避難しましょう
　可能な限り、まず、ご家族やご近所の方など地域の方々で集まってから、
避難所までお越しください。

訓 練
日 時

	 11月18日（日）　午前９時～11時予定
	 （午前９時に防災行政無線放送で開始をお知らせします）

会 場
	 東地区　町民センター、川端老人憩の家、新田老人憩の家

	 西地区　ふれあいプラザ、羅漢老人憩の家、矢武老人憩の家
	 南地区　南小学校、南公会堂、古城老人憩の家
	 ※駐車場台数に限りがありますので徒歩または自転車でお越しください。

	  ［ 自宅から避難所までの所要時間や避難路の
危険箇所等を確認しましょう。　　　　　 ］

参 加
地 区

	 東地区　吹田中屋敷、亀山西、岡ノ宮、大寺駅前、大寺南、川端門井、川端鶴ヶ須
	 西地区　那東南、那東西、羅漢（全域）、矢武西第一
	 南地区　神ノ木西、神ノ木東、希望ヶ丘西、古城本村、古城中央

想 定 	 町内で震度６強を観測
訓 練
内 容

	 避難訓練、避難所設営など
	 ※ 訓練終了後、参加品をお持ち帰りいただけます
	 ◎ �荒天等で中止の場合は11月17日(土)午後５時までに板野町ホームページと
	 　 防災行政無線放送でお知らせします。

「避 難 訓 練」
「避難所設営」

など
自主防災組織での
参加になります　

1118
（日）

◎お問い合わせ　役場総務課　☎672－5980
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう  ●

板　　野　　町　　議　　会　　だ　　よ　　り
●平成30年第３回定例会議案及び議決結果一覧表
　提出された議案、合計20案件を審議し、すべて可決（認定、同意等）しました。

議案番号 議　　　　案　　　　名
報告第1号 平成29年度　板野町土地開発公社決算状況の報告について

板野町土地開発公社理事長より決算状況の報告を町長が受け、地方自治法に基づきその内容を議会に報告するもの。

報告第２号 平成29年度決算に係る板野町健全化判断比率及び資金不足比率の審査の報告について
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、板野町監査委員の審査結果を議会に報告するもの。

議案第１号 板野町税条例の一部改正について
地方税法等の一部を改正する法律等に伴い、本条例中の適用条件等の一部改正について議会の承認を求めるもの。

議案第２号 平成29年度　板野町一般会計歳入歳出決算認定について
平成29年度歳入歳出決算について､ 監査委員の意見を附し地方自治法の規定により議会の認定を求めるもの｡

議案第３号 平成29年度　板野町特別会計国民健康保険歳入歳出決算認定について
平成29年度歳入歳出決算について､ 監査委員の意見を附し地方自治法の規定により議会の認定を求めるもの｡

議案第４号 平成29年度　板野町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成29年度歳入歳出決算について､ 監査委員の意見を附し地方自治法の規定により議会の認定を求めるもの｡

議案第５号 平成29年度　板野町奨学金貸与事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成29年度歳入歳出決算について､ 監査委員の意見を附し地方自治法の規定により議会の認定を求めるもの｡

議案第６号 平成29年度　板野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
平成29年度歳入歳出決算について､ 監査委員の意見を附し地方自治法の規定により議会の認定を求めるもの｡

議案第７号 平成29年度　板野町介護保険(保険事業)特別会計歳入歳出決算認定について
平成29年度歳入歳出決算について､ 監査委員の意見を附し地方自治法の規定により議会の認定を求めるもの｡

議案第８号 平成29年度　板野町介護保険(介護サービス事業)特別会計歳入歳出決算認定について
平成29年度歳入歳出決算について､ 監査委員の意見を附し地方自治法の規定により議会の認定を求めるもの｡

議案第９号 平成29年度　板野町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成29年度歳入歳出決算について､ 監査委員の意見を附し地方自治法の規定により議会の認定を求めるもの｡

議案第10号 平成29年度　板野町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
平成29年度水道事業会計決算及び剰余金の処分について監査委員の意見を附し地方公営企業法の規定に
より議会の認定を求めるもの。

議案第11号 平成30年度　板野町一般会計補正予算（第３号）
既定の予算に4億2,853万2,000円を追加し、予算総額を69億2,153万6,000円とするもの。

議案第12号 平成30年度　板野町特別会計国民健康保険補正予算（第１号）
既定の予算に3,076万5,000円を追加し、予算総額を18億930万7,000円とするもの。

議案第13号 平成30年度　板野町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）
既定の予算に96万4,000円を追加し、予算総額を684万4,000円とするもの。

議案第14号 平成30年度　板野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
既定の予算に116万円を追加し、予算総額を1億6,545万7,000円とするもの。

議案第15号 平成30年度　板野町介護保険(保険事業)特別会計補正予算（第１号）
既定の予算に8,563万7,000円を追加し、予算総額を14億3,445万6,000円とするもの。

議案第1６号 平成30年度　板野町介護保険(介護サービス事業)特別会計補正予算（第１号）
既定の予算に729万1,000円を追加し、予算総額を1,367万7,000円とするもの。

議案第1７号 平成30年度　板野町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
既定の予算に29万6,000円を追加し、予算総額を3億5,992万8,000円とするもの。

議案第18号 板野町固定資産評価審査委員会委員の選任に同意を求めることについて
固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い、後任の委員の選任を行うにあたり議会の同意を求めるもの。

お問い合わせ　板野町議会事務局　☎６７２－５９９１
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診  ●

　この議会だよりは、町民の皆様に議会の取組や活動をわかりやすくお知らせすることを目的として、広報活動
について議会議員全員で話し合い、定例会の状況や審議内容について掲載させていただいています。

板　　野　　町　　議　　会　　だ　　よ　　り

●平成30年第３回定例会一般質問
　９月13日の一般質問における質問者と質問内容は、次のとおりです。

質問順 質　問　者 質　問　事　項 質　問　の　要　旨

１ 石田 　実 議員

1.道の駅について 

2.ブロック塀について 

①�32億円も投入することになっているが、費用対効果
の見通しはどうか。
②�（仮称）道の駅｢いたの｣整備基本計画にある施設に
そって進んでいるのか。
③道の駅の周辺の水害の心配はないか。
④�補助金が少ないように思うが、有利な補助金をもっ
と調査すべきでないか。

①民間のブロック塀の改修に補助をしてはどうか。

２ 天羽 生美 議員

1.商工業者への
　　　町の支援について

2.農業振興について

①�町内限定商品券発行事業は、町内経済活性化にどの
ような効果があったか。
②�｢住宅リフォーム助成制度｣は、小規模なリフォーム
にも補助することで、波及効果が大きいといわれる
が、実施してはどうか。

①�基幹産業である農業の振興のため、実施している施
策の説明を。

３ 水口 昭彦 議員

1.災害時の住民への
　　　情報の伝達について

2.避難場所の
　　　選定告知について

3.特定健康診査について

①�防災行政無線が聞き取りにくいという住民の声をよ
く聞きますが、今後の対策は。

①�防災マップ等では図示してますが、住民にもっと分
かりやすく、個々が、どの避難所に行くべきか分か
りやすくできないか。

①�平成29年度も受診率が30％程度と低かったが、受診
率向上にどのように取り組みますか。

●平成30年第３回定例会並びに会議の開催状況について
　平成30年第３回定例会を平成30年９月５日から14日までの10日間の日程で開催しました。

日　付 会　　議　　名 会　　議　　内　　容
８月28日 議会運営委員会 第３回定例会開催協議

９月５日
本会議

開会、会議録署名議員の指名、会期の決定、
上程議案等の報告、町長の提案理由の説明、
監査委員による監査報告(平成29年度決算審査より)

全員協議会 事業内容報告、その他

９月６日 厚生常任委員協議会 議案審査並びに所管事項調査

９月７日 産業建設常任委員協議会 議案審査並びに所管事項調査

９月10日 総務文教常任委員協議会 議案審査並びに所管事項調査

９月13日 本会議 一般質問、議案審議（会期日程の変更）

９月14日 本会議 議案審議、追加議案審議、閉会
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町民一人当たりに使った金額　409，975円

※特別会計繰出金及び基金積立金については、それぞれの目的別に振り分けて計上しています。

歳入合計
60億9,235万円

自主財源

依存財源

その他（依存財源）
5,037万円　0.8％

＊2

町税
15億9,177万円
26.1％

分担金・負担金
7,828万円　1.3％

使用料・手数料
1億6,058万円　2.6％

財産収入
1,140万円　0.2％

繰入金
5億336万円　8.3％

繰越金
3億3,615万円　5.5％

その他（自主財源）　9,693万円 1.6％＊1

地方譲与税　8,155万円　1.3％
地方消費税交付金
2億2,447万円　3.7％

国庫支出金
5億6,325万円
9.3％

地方交付税
16億9,532万円
27.8％

県支出金
3億6,356万円
6.0％

町債　3億3,536万円　5.5％

＊1 その他（自主財源）…寄附金、諸収入
＊2 その他（依存財源）…利子割、配当割、株式等譲渡所得割、自動車取得税、地方特例、
　　　　　　　　　　　交通安全対策特別の各交付金

27億7,847万円
　　　　　45.6％

33億1,388万円
　　　　　54.4％

町税の内訳
町民税（個人） 5億1，265万円 （2.7％増）
町民税（法人） 1億8，706万円 （47.7％増）
固定資産税 7億3,282万円 （3.4％増）
軽自動車税 4，738万円 （5.9％増）
町たばこ税 1億1，186万円 （2.2％増）
合　計 15億9，177万円 （7.0％増）

※　（　　）内は前年度比

町民１人当たり
納税額 117，387円 （7.1％増）
歳出額 409，975円 （3.9％増）

※　（　　）内は前年度比
平成30年3 月31日現在　人口13，560人

１世帯当たり
納税額 284，601円 （6.4％増）
歳出額 993，967円 （3.2％増）

※　（　　）内は前年度比
平成30年3月31日現在　5，593世帯

①議会費

5,821円（1.4％）

②総務費

　

79,090円（19.3％）

③民生費

　

145,222円（35.4％）

④衛生費

　

38,894円（9.5％）

⑤農林水産業費

　

5,573円（1.4％）

⑥商工費

　

7,599円（1.9％）

⑦土木費

　

39,038円（9.5％）

⑧消防費

　

15,499円（3.8％）

⑨教育費

　

42,270円（10.3％）

⑩災害復旧費

　

471円（0.1％）

⑪公債費

　

30,498円（7.4％）

歳出合計
55億5,926万円
【性質別】

義務的経費
22億591万円

　　　　　39.7％

その他の経費
28億554万円

　　　　　50.5％

人件費
9億6,466万円
17.4％

公債費
4億1,356万円
7.4％

普通建設事業費
5億4,142万円
9.7％

物件費
10億2,404万円
18.4％

積立金
4億2,726万円
7.7％

維持補修費
2,006万円
0.4％

投資的経費
5億4,781万円

　　　　　9.8％

扶助費
8億2,769万円
14.9％

補助費等
7億7,630万円
14.0％

繰出金
5億5,788万円
10.0％

災害復旧事業費
639万円　0.1％

平成29年度決算
一　般　会　計

【歳入】 60億9,235万円　【歳出】 55億5,926万円
　平成29年度の一般会計、特別会計及び水道事業会計の決算が、町議会の９月定例会で認定されました。
　町民の皆さんが納めた税金などがどのように使われたのか、現在の板野町の財政がどのような状況なのかについての
概要を、『あせびちゃんと弁慶くんの家計簿』とともにお知らせします。
※１万円未満は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。 ● お問い合わせ ●

役場総務課 ☎672－5980

大切な税金の使い道
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現
金
収
入

給料（基本給）
（町税） 159万円（＋103，400円）

給料（諸手当）
（地方交付税、譲与税・交付金）205万円 （－12，000円）

パート収入
（使用料・手数料など） 35万円 （－32，400円）

親からの仕送り
（国庫支出金・県支出金） 93万円 （＋59，900円）

そ
の
他
収
入

借金
（町債） 33万円 （＋42，800円）

貯金の取り崩し
（繰入金） 50万円 （＋97，800円）

繰越金
（繰越金） 34万円（＋136，000円）

収入合計 609万円（＋395，500円）

義
務
的
経
費

食費
（人件費） 96万円 （－34，900円）

医療費
（扶助費） 83万円 （＋29，300円）

借金の返済
（公債費） 41万円（－105，300円）

経
費

投
資
的

家や庭の建築・改修
（普通建設・災害復旧事業費） 55万円（＋208，700円）

そ
の
他
の
経
費

生活費
（物件費・補助費等） 180万円 （－24，600円）

車・家電品の修理代
（維持補修費） 2万円 （－4，200円）

子どもへの仕送り
（他会計などへの繰出金） 56万円 （－16，200円）

貯金
（積立金・貸付金など） 43万円（＋145，700円）

支出合計 556万円（＋198，500円）
差引（収入－支出） 53万円 （＋197,000円）

板野町の財政を一般家庭に例えると…
町の財政をわかりやすくするために、

平成29年度一般会計決算を家計簿にしてみました。
【町の財政にはいろいろな収入や支出があり、普通の家計とは仕組
みが異なりますが、数値を千分の１に置き換えてつくっています】

あせびちゃんと弁慶くんの家計簿
前年度からの増減 前年度からの増減

借金及び貯金の総額
（千分の１に置き換え）
　　　借金の残高　・・・・・・・・	 420万円
　　　（町債・債務負担行為の残高）	 （－104，000円）
　　　貯金の残高　・・・・・・・・	 383万円
　　　（積立金・貸付金などの残高）	 （－61，300円）

　あせびちゃんと弁慶くんちの平成29年度の支出は、食費や医療費・借金の返済等の必ず支払わなければならない�
「義務的経費」が220万円、家や庭の建築・改修等の自分の資産を増やすための「投資的経費」が55万円、生活費や車・
家電品の修理代等の「その他の経費」が281万円で、合計すると年間の支出は556万円(対前年度比＋20万円)でした。
　一方、基本的な収入は「給料(基本給・諸手当)」と「パート収入｣、「親からの仕送り」及び「繰越金」で526万円と昨
年度から26万円の増額となりましたが、30万円の収入不足が生じました。基本的な収入が増加した主な要因は、
給料や繰越金等が増加したためです。一方、収入不足が生じた主な要因としては、支出面で家や庭の建築・改修が
増加したことが挙げられます。
　収入の不足分は、「借金」や「貯金の取り崩し」をすることで何とかやりくりし、支出面でも「食
費」や「生活費」を抑えた結果『53万円』の黒字となりましたが、取り崩した貯金を積み戻すまで
には至りませんでした。
※�公債費や町債の残高は順調に減少していますが、今後実施を予定している「道の駅」の整備等
により増加することが懸念されており、また、扶助費も増え続けることが想定されるため、
人件費や物件費等の更なる経費削減や町税の徴収率向上など、自主財源の確保を図ることで
堅実な財政運営に努めます。　



がんばる板野町への応援、がんばる板野町への応援、
　大変ありがとうございます。　大変ありがとうございます。
みなさまからの温かいご寄附に心より感謝します。みなさまからの温かいご寄附に心より感謝します。
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平成29年度　板野町の基金の状況
区　　分 平成28年度末

現　在　高
平成29年度増減額 平成29年度末

現　在　高 目　　　的積　立　額 取　崩　額
財政調整基金 6億4,923万円 20万円 7,937万円 5億7,006万円 長期にわたる財政の健全な運営

減債基金 5億9,020万円 3億円 3億円 5億9,020万円 公債費の元利償還金・繰上償還
資金への充当

役場庁舎改築等基金 10億2,100万円 3,000万円 － 10億5,100万円 役場庁舎の改築及び土地の取得
公共施設等整備基金 3億8,375万円 10万円 2,620万円 3億5,765万円 町の公共施設の整備充実

地方創生基金 3億9,546万円 9,090万円 5,280万円 4億3,355万円 町の特性を活かした住みよい豊
かなふるさと創生の推進

ふるさと応援基金 776万円 494万円 431万円 839万円
町内外の個人・団体から募った
ふるさと納税寄附金を財源と
した各種事業の展開

吉野川北岸農業用水
推進事業基金 2,521万円 1万円 － 2,522万円 吉野川北岸農業用水事業の推

進、地域農業の再編成

産業振興資本管理基金 2億3,903万円 3万円 － 2億3,906万円
産業団地の洪水調整池、水路溝
等防災施設の保全管理及び企業
立地促進奨励金の交付

あせび温泉やすらぎの郷
改築等基金 8,407万円 103万円 900万円 7,610万円 あせび温泉やすらぎの郷の改築

高齢者保健福祉基金 1億8,671万円 5万円 1,690万円 1億6,986万円
町の特性に応じた高齢者保健福
祉の増進、地域在宅福祉の向
上と健康づくり等の事業推進

合　　計 35億8,243万円 4億2,726万円 4億8,858万円 35億2,111万円

平成29年度　板野町の地方債の状況
区　　　　　分 平成28年度末

現　在　高
平成29年度増減額 平成29年度末

現　在　高発　行　額 元金償還額
一般会計債 41億4,360万円 3億3,536万円 3億8,309万円 40億9,587万円
民生債 4,674万円 1,450万円 287万円 5,837万円
公営住宅債 8,872万円 0 2,092万円 6,780万円
農林水産業債 1億9,893万円 0 2,541万円 1億7,352万円
土木債 4億8,362万円 5,110万円 6,294万円 4億7,178万円
消防債 3,200万円 0 116万円 3,084万円
教育債 2億6,722万円 120万円 2,752万円 2億4,090万円
総務債 30億2,636万円 2億6,856万円 2億4,226万円 30億5,266万円

公営企業債 28億6,947万円 1億8,210万円 1億4,547万円 29億610万円
水道事業債 8億1,588万円 8,000万円 5,000万円 8億4,588万円
下水道事業債 20億5,358万円 1億210万円 9,547万円 20億6,022万円

合　　　　　計 70億1,307万円 5億1,746万円 5億2,856万円 70億197万円
＊ 災害復旧事業債は,土木債に含めています。
＊ 総務債には,減税補てん債や臨時税収補てん債及び臨時財政対策債を含めています。
＊ 平成29年度末現在高合計額のうち43億9,221万円は、地方交付税として後年度に国から補てんされます。
　（一般会計債分34億1,358万円、公営企業（下水道事業）債分9億7,863万円）

◆ふるさと応援基金◆ 　　　　　　　　       （平成29年度末）
寄附の目的 積立残高

○みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり 3,280,000円
○安全で美しい田園空間づくり 455,000円
○連携強化による産業づくり 310,000円
○人・もの・情報が集う都市基盤づくり 105,000円
○学びと文化が香るまちづくり 1,127,000円
○協働によるまちづくり 190,000円
○町長が必要と認める事業 2,905,000円

合　　　　計 8,392,000円

　皆様からいただきましたふるさと納税の寄附金は、「板野町ふるさと応援基金」として指定のあった目的別
に積み立て、それぞれの事業を行う際の一部事業費として充当させていただきます。なお、平成29年度に
つきましては下記のとおりです。

◆活用実績◆  （平成29年度）
・防犯灯整備管理事業　100万円充当
　安心安全なまちの取り組みとして、また、環境保護、
経費削減のため防犯灯のＬＥＤ化を進めます。

・子どもの読書推進事業　120万円充当
　町内３幼稚園と３小学校、１中学校の児童・生徒全員
の希望する図書を購入し、学習活動・読書活動を推進し
ます。

・町立図書館図書購入事業　100万充当
　町民の教育、学術および文化の発展のため、町立図書
館の蔵書の充実を図ります。
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住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業
●平成29年度板野町住宅新築資金等貸付事業概要
　地域改善対策事業の一環として、住宅新築資金などの貸し付けを行うための会計です。
　現在、貸付事業は終了しており、主に貸付金の集金業務などを行っています。

歳出合計歳出合計
934万円934万円

事務費
34万円
（3.7％）

事務費
34万円
（3.7％）

一般会計繰出金
900万円
（96.3％）

一般会計繰出金
900万円
（96.3％）

歳入合計歳入合計
1,031万円1,031万円

前年度繰越金
61万円（5.9％）
前年度繰越金
61万円（5.9％）

貸付金元利収入
945万円
（91.6％）

貸付金元利収入
945万円
（91.6％）

県支出金・諸収入
25万円（2.5％）
県支出金・諸収入
25万円（2.5％）

奨　 学　 金　 貸　 与　 事　 業
●平成29年度板野町奨学金貸与事業概要
　経済的理由により修学が困難な者に対して奨学金を貸与し、経済的負担の軽減を図るとともに教育を受ける機会を等
しく与えるための会計です。
　平成29年度末の返還件数は、17件（高校生11名、大学生(県内外)６名）、
　　　　　　　　 貸与件数は、17件（高校生８名、大学生(県内外)９名）でした。

歳出合計歳出合計
481万円481万円

一般会計繰出金
85万円
（17.6％）

一般会計繰出金
85万円
（17.6％）

貸付事業費
396万円
（82.4％）

貸付事業費
396万円
（82.4％）

歳入合計歳入合計
481万円481万円

貸付金元利収入
85万円
（17.6％）

貸付金元利収入
85万円
（17.6％）

一般会計繰入金
396万円
（82.4％）

一般会計繰入金
396万円
（82.4％）

国 民 健 康 保 険 事 業
●平成29年度板野町国民健康保険事業概要
　健康保険の最後の砦となる国民健康保険ですが、平成29年度決算におきましても3,390万円の歳入不足が発生し、
翌年度会計へ赤字分を繰り越す、非常に厳しい決算状況となりました。
　平成29年度末現在の被保険者数は、3,361人、１人当たりの年間医療費（町国保負担分）は、350,284円となっています。

歳出合計
16億3,970万円

保健事業その他
2,993万円（1.8％）
保健事業その他
2,993万円（1.8％）

保険給付費
11億9,417万円
（72.8％）

保険給付費
11億9,417万円
（72.8％）

後期高齢者支援金
1億8,527万円
（11.3％）

後期高齢者支援金
1億8,527万円
（11.3％）

総務費
3,929万円
（2.4％）

総務費
3,929万円
（2.4％）

介護納付金
7,759万円
（4.7％）

介護納付金
7,759万円
（4.7％）

共同事業拠出金
7,627万円
（4.7％）

共同事業拠出金
7,627万円
（4.7％）

歳入合計
16億3,970万円

歳入欠陥補填収入
3,390万円（2.1％）
歳入欠陥補填収入
3,390万円（2.1％）

前期高齢者交付金
4億694万円
（24.8％）

前期高齢者交付金
4億694万円
（24.8％）

国保税
3億2,427万円
（19.8％）

国保税
3億2,427万円
（19.8％）

繰入金
1億6,095万円
（9.8％）

繰入金
1億6,095万円
（9.8％）

県支出金
9,304万円
（5.7％）

県支出金
9,304万円
（5.7％）

高額共同事業その他
1億539万円（6.4％）
高額共同事業その他
1億539万円（6.4％）療給交付金

2,936万円
（1.8％）

療給交付金
2,936万円
（1.8％）

国庫支出金
4億8,585万円
（29.6％）

国庫支出金
4億8,585万円
（29.6％）

前年度繰上充用金
3,718万円（2.3％）
前年度繰上充用金
3,718万円（2.3％）

平成29年度特別会計等の決算状況



いたの　すがお
2018年11月号

10

● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

後 期 高 齢 者 医 療 事 業
●平成29年度板野町後期高齢者医療事業概要
　高齢者の健康保持と増進のため、被保険者の資格管理や医療給付金等の窓口業務を行い、医療費の適正化に努め、 
健全な医療給付を推進しました。
　平成29年度末現在の被保険者数は、2,061人です。

諸支出金　63万円（0.4％）諸支出金　63万円（0.4％）

後期高齢者医療広域連合納付金
1億5,879万円
（99.0％）

後期高齢者医療広域連合納付金
1億5,879万円
（99.0％）

徴収費
8万円（0.1％）
徴収費
8万円（0.1％）

総務管理費
85万円（0.5％）
総務管理費
85万円（0.5％）

諸収入・その他
67万円（0.4％）
諸収入・その他
67万円（0.4％）

一般会計繰入金
4,996万円
（30.9％）

一般会計繰入金
4,996万円
（30.9％）

歳出合計歳出合計
1億6,035万円1億6,035万円

歳入合計歳入合計
1億6,151万円

前年度繰越金
9万円（0.1％）
前年度繰越金
9万円（0.1％）

後期高齢者医療保険料
1億1,079万円
（68.6％）

後期高齢者医療保険料
1億1,079万円
（68.6％）

歳出合計歳出合計
3億6,898万円3億6,898万円

その他  205万円 （0.6％）その他  205万円 （0.6％）

建設費
1億8,333万円

（49.7％）

建設費
1億8,333万円

（49.7％）
公債費
1億3,002万円

（35.2％）

公債費
1億3,002万円

（35.2％）

総務費
5,358万円

（14.5％）

総務費
5,358万円

（14.5％）

歳入合計歳入合計
3億6,899万円3億6,899万円

その他（財産収入、諸収入、繰越金）
　　　　227万円 （0.6％）
その他（財産収入、諸収入、繰越金）
　　　　227万円 （0.6％）

繰入金
1億4,974万円

（40.6％）

繰入金
1億4,974万円

（40.6％）

町債
1億210万円

（27.7％）

町債
1億210万円

（27.7％）

国・県支出金
7,750万円

（21.0％）

国・県支出金
7,750万円

（21.0％）

使用料等
3,738万円

（10.1％）

使用料等
3,738万円

（10.1％）

介 護 保 険 事 業
●平成29年度板野町介護保険事業概要
　高齢者が必要とする医療・保健・福祉サービス等が利用できるように、被保険者の資格管理や要介護・要支援認定等
の窓口業務を行い、介護給付費の適正化に努め、健全な介護給付を推進しました。
　平成29年度末現在の被保険者数は、4,190人、要介護・要支援認定者数は、853人です。

歳出合計歳出合計
11億9,235万円11億9,235万円

基金積立金・その他
1,108万円 （0.9％）
基金積立金・その他
1,108万円 （0.9％）

保険給付費
10億6,643万円

（89.4％）

保険給付費
10億6,643万円

（89.4％）

地域支援事業費　6,506万円 （5.5％）地域支援事業費　6,506万円 （5.5％）

総務費
4,978万円

（4.2％）

総務費
4,978万円

（4.2％）

歳入合計歳入合計
12億7,707万円12億7,707万円

支払基金交付金
3億543万円

（23.9％）

支払基金交付金
3億543万円

（23.9％）

前年度繰越金・その他
1,117万円 （0.9％）
前年度繰越金・その他
1,117万円 （0.9％）

繰入金
1億9,552万円（15.3％）
繰入金
1億9,552万円（15.3％）

保険料
2億4,966万円

（19.6％）

保険料
2億4,966万円

（19.6％）

国庫支出金
3億3,095万円

（25.9％）

国庫支出金
3億3,095万円

（25.9％）

県支出金
1億8,434万円

（14.4％）

県支出金
1億8,434万円

（14.4％）

公 共 下 水 道 事 業
●平成29年度板野町公共下水道事業概要
　大寺字岡山路・犬伏・川端の各一部地区で下水道工事を実施しました。
　また、工事が完了した大寺の一部地区において、下水道が使用できるよう供用開始しました。
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●平成29年度板野町上水道事業概要
　収益的収支では、収益の確保と費用の削減に
努めた結果、2,713万円の純利益となりました。
　事業関係では、大寺地区で配水管の布設替工
事を、吹田浄水場で、ろ過機ろ材表層入替工事
を実施しました。

事　　項 単位 平成29年度 平成28年度 比較増減
給 水 戸 数 戸 5,297 5,232 65
給 水 人 口 人 13,329 13,347 △ 18
年 間 配 水 量 ㎥ 2,450,634 2,458,504 △ 7,870
供 給 単 価 円 118.0 118.1 △ 0.1
給 水 原 価 円 105.2 101.0 4.2

上 水 道 事 業

収益的支出合計収益的支出合計
2億2,727万円2億2,727万円

業務費　697万円 （3.1％）業務費　697万円 （3.1％）

原水浄水費
6,026万円

（26.5％）

原水浄水費
6,026万円

（26.5％）

総係費
3,597万円

（15.8％）

総係費
3,597万円

（15.8％）

配水給水費
2,463万円

（10.8％）

配水給水費
2,463万円

（10.8％）
減価償却費
8,188万円

（36.1％）

減価償却費
8,188万円

（36.1％）

企業債利息
1,733万円 （7.6％）
企業債利息
1,733万円 （7.6％）

特別損失　23万円 （0.1％）特別損失　23万円 （0.1％）

収益的収入合計収益的収入合計
2億5,440万円2億5,440万円

給水収益
2億2,483万円

（88.5％）

給水収益
2億2,483万円

（88.5％）

その他営業収益・特別利益
123万円 （0.4％）
その他営業収益・特別利益
123万円 （0.4％）

営業外収益　
2,834万円

（11.1％）

営業外収益　
2,834万円

（11.1％）

資本的支出合計資本的支出合計
1億6,588万円1億6,588万円

企業債償還
5,000万円

（30.1％）

企業債償還
5,000万円

（30.1％）

建設改良費
1億1,588万円

（69.9％）

建設改良費
1億1,588万円

（69.9％）

資本的収入合計資本的収入合計
1億6,588万円1億6,588万円

損益勘定留保資金等
7,111万円

（42.9％）

損益勘定留保資金等
7,111万円

（42.9％）

企業債
8,000万円

（48.2％）

企業債
8,000万円

（48.2％）

負担金
312万円（1.9％）
負担金
312万円（1.9％）

加入金
316万円（1.9％）
加入金
316万円（1.9％）

開発負担金
124万円（0.7％）
開発負担金
124万円（0.7％）

補助金
725万円（4.4％）
補助金
725万円（4.4％）

項　　　目
比率

（％）

基　準　値
（％）

状況・分析
早期健全化
基　　　準

財政再生
基　　　準

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率
一般会計等における赤字
状態の深刻度を表す比率

− 15.00 20.00
昨年度に引き続き、
赤字ではありません
でした。

連結実質赤字比率
赤字隠しを防ぐため、全
ての会計における赤字状
態の深刻度を表す比率

− 20.00 30.00

実質公債費比率
借入金返済の資金繰りに
おける危険度を表す比率

9.5 25.0 35.0
借入金返済額の減少
などにより、昨年度よ
り1.1％減少しました。

将来負担比率
借入残高や他団体への負
担が将来財政をどの程度
圧迫するかを表す比率

− 350.0
昨年度に引き続き、
比率が算定されませ
んでした。

資金不
足比率

水 道 事 業 − （経営健全化基準）
20．0

昨年度に引き続き、
両事業とも資金不足
額は生じていません。公共下水道事業 −

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号)」第３条第１項に基づく
健全化判断比率及び同法第22条第１項に基づく資金不足比率について次のとおり公表します。

　「
財
政
健
全
化
法
」と
は
、
財
政
の
健
全
さ
を
計
る
指
標
に
よ
り
、
地
方

財
政
の
再
建
の
枠
組
み
を
定
め
た
法
律
で
、
そ
れ
ま
で
対
象
か
ら
外
れ
て

い
た
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
特
別
会
計
や
公
営
企
業
会
計
、
さ
ら
に
は
土

地
開
発
公
社
な
ど
の
会
計
も
合
わ
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
板
野
町
の
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況
は
、
全
て
の
指
標
が
基
準
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
た
め
、
財
政
の
健
全
性
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
公
表
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コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
相
談
を
は
じ
め
、
遺
言
や

相
続
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

生
活
設
計
に
関
す
る
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
　
十
一
月
十
六
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

　
場
所
　
板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー

（
奇
数
月
の
第
三
金
曜
日
の
開
催

で
す
。）

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
名
前
等

を
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　�

コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　（
徳
島
県
行
政
書
士
会
内
）

　
　
☎
六
七
九
ー
四
四
四
〇

成年後見・
相続・遺言
無料相談会の

お知らせ

　

板
野
町
養
護

老
人
ホ
ー
ム
で

は
臨
時
支
援
員

を
募
集
し
て
い

ま
す
。

職
務
内
容

　

支
援
員
の
業
務
に
従
事

勤
務
時
間
等

　

一
週
間
三
十
八
時
間
四
十
五

　

分
変
形（
交
代
）制
勤
務

　

宿
直
有
り（
六
日
に
一
度
）

採
用
予
定
人
数

　

一
名

申
込
方
法

　

履
歴
書（
六
ケ
月
以
内
に
撮

　

影
し
た
写
真
貼
付
）を
老
人

　

ホ
ー
ム
へ
郵
送
ま
た
は
持

　

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　（
板
野
町
大
寺
字
露
ノ
口

　
五
十 

―
一
）

　
　
☎
六
七
二
―
〇
〇
四
八

板
野
町
養
護
老
人

ホ
ー
ム
支
援
員
の

募
集
に
つ
い
て

第20回 いたの子どもフェスティバル 9⁄22
(土)

　「第20回 いたの子どもフェスティバル」は、今年もたくさんの家族連れでにぎわい、子ども
たちの笑顔があふれました。

つみき もちつき ワークショップ

　

十
月
十
九
日（
金
）に
富
山
県
広
域

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た「
第

二
十
六
回
全
国
消
防
操
法
大
会
」ポ
ン

プ
車
の
部
に
板
野
町
消
防
団
第
三
分

団
が
徳
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。

　

八
度
目
と
な
る
全
国
大
会
へ
向
け

て
、
第
三
分
団
の
団
員
は
何
ヶ
月
に

も
わ
た
る
熱
の
こ
も
っ
た
練
習
を
重

ね
て
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

　

結
果
は
残
念
な
が
ら
入
賞
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選
手
・
団
員

が
一
丸
と
な
っ
て
挑
ん
だ
全
国
の
舞

台
で
持
て
る
力
の
全
て
を
出
し
切
り

ま
し
た
。
出
場
し
た
第
三
分
団
の
選

手
は
次
の
と
お
り
で
す

(

敬
称
略)

　
　
　

指
揮
者　

近　

藤　

雅　

敏

　
　
　

１
番
員　

古　

川　

武　

史

　
　
　

２
番
員　

西　

根　
　
　

亮

　
　
　

３
番
員　

藤　

井　

啓　

司

　
　
　

４
番
員　

藤　

井　

達　

也

　
　
　

補
助
員　

三　

木　

義　

晴

板野町消防団第三分団が
全国消防操法大会に出場しました
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今
月
納
期
の
税
金
・
保
険
料
は

介
護
保
険
料
　
　
　 

第
四
期

国
民
健
康
保
険
税
　 

第
四
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
　
第
四
期

で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
　
☎
六
七
二
―
五
九
八
三

今
月
納
期
の

税
金
・
保
険
料

の
お
知
ら
せ

納期限を守り､ 納め
忘れのないようにし
ましょう。

納期限　11月30日（金）

※税金・保険料は納期限を経過し督促状発付の日から督促手数料がかかります。
　また、納期限までに完納しない場合は、納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ延
　滞金がかかります。
※町税のお支払いは口座振替が便利です。指定した金融機関やゆうちょ銀行の口座から、
　町税を自動的に振替納付できます。詳しくは板野町ホームページをご覧ください。

　板野町では、今年も11月を「町税や国保税、また水

道使用料・住宅使用料・住宅新築資金等貸付金などの

徴収月間」と定め、督促状や催告通知書を発送させて

いただくとともに、一部のご家庭につきましては、町

職員が町税納付や納付相談のため、直接ご家庭を訪問

させていただく予定としております。

　ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

「町税や国保税、また水道使用料・
住宅使用料・住宅新築資金等貸付
金などの納付」について

　いろどり親子クッキング教室参加者募集　

米粉のクリスマスケーキ作り
　米粉のスポンジケーキを使ったクリスマスケーキ作り教室を開催します。親子で楽しくクリス
マスケーキを作ってみませんか？

　参加をご希望の方は、下記の事項をお読みの上、ふるさと工房まで参加料を添えてお申し込みください。

〒779-0105　板野町大寺字露ノ口５５－２（商工会北側）
ふるさと工房（板野町ふるさと味づくり研究会）　☎６７２－５９７９　
※営業時間：午前９時～午後４時　定休日：不定休

●対　　象：『町内の幼稚園児及び小学校１、２、３年生』と保護者（ご家族）の方
　　　　　　※お子さんだけでの参加はできません。保護者の方の参加が必要です。
●場　　所：町民センター
●当日用意するもの：エプロン、三角巾、マスク、タオル、飲み物、ケーキを
　　　　　　　　　  入れる箱またはタッパー等
　　　　　　　　　  ※作ったケーキをお持ち帰りいただきます。（ケーキの大きさは直径１８ｃｍです。）
●参 加 費：ケーキ１つにつき５００円　※当日不参加の場合でも返金できませんので、ご了承ください。
●募集人数：親子１０組程度（先着順）
●申込・お問い合わせ：�参加料をふるさと工房までご持参ください（電話で営業日であるかをご確認の上、

お越しください）。詳しくはふるさと工房までお問い合わせください。

12/16㈰
10：30～

日 時

申込締切
12 月10 日㈪
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。

12月の総合健診の受付が始まりました!! 

【受　付　時　間】　午前₈時～10時　【健　診　会　場】　町民センター
【予約の方法】　11月₅日(月)より予約開始　午前₈時30分～午後₄時（土日祝を除く）
　　　　　　　予約後、問診票を窓口手渡しまたはご自宅に郵送します。
　　　　　　　健康相談室（町民センター内）までご連絡ください。 ☎672-5580
＊注₁：乳がん検診は先着30名、超音波検診は先着35名まで。
＊注₂：12月18日の超音波検診は、集団健診で超音波検診を予約できなかった方を優先にご案内します。
＊予約状況により混雑緩和のため受付時間の変更をお願いすることがあります。
＊予約なしの当日受付も可能ですが、スムーズに健診が進められるように予約をご利用ください。
＊国保特定健診、後期高齢者健診を受診される方は、受診券、保険証をご持参ください。

●印が受診可能な項目です

【お問い合わせ】
　がん検診について
　　役場福祉保健課健康相談室（町民センター内）　☎６７２－５５８０
　国保特定健診・後期高齢者健診について
　　役場住民課　　　　　　　　　　　　　　　  ☎６７２－５９８４

血管若返り教室のおしらせ
日　時／11月29日（木） 午後₁時30分～₃時まで　　場　所／町民センター
講　師／福島内科　福島 泰江 氏
テーマ／健康診断の結果を活用し、のばそう健康寿命！！
＊糖尿病専門医より個別相談を受けることができます。
＊希望者には、簡易血糖検査を実施します。当日は健診結果をお持ちください。
　参加希望の方は、役場福祉保健課　健康相談室（町民センター内）☎672－5580まで

実施日
特定健診
後期高齢者健診
30歳代健診
生活保護健診

結　核
肺がん
検　診

大腸がん
検　　診

胃がん
検　診

前立腺
が　ん
検　診

乳がん
検　診
 ＊注１

肝　　炎
ウイルス
検　　診

腹　部
超音波
検診 ＊注１

１２月₁日(土) ● ● ● ● 肺●ん ● ●

１２月１４日(金) ● ● ● ● ● ● ● ●

１２月１５日(土) ● ● ● ● ● ● ● ●

１２月１７日(月) ● ● ● ● ● ● ●

１２月１８日(火) ● ＊注 2
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

　証明書コンビニ
交付サービスにつ
いて、システムメ
ンテナンス作業の
ため、11月13日午後₅時30分～₉時30分の
間、戸籍証明書の交付サービスを停止いた
します。住民票や印鑑登録証明書等は交付
可能です。
　ご迷惑をおかけいたしますが、ご了承
くださいますよう、お願いいたします。

●お問い合わせ●
　役場住民課戸籍係　☎672－5985

証明書コンビニ交付サービス
一時停止のお知らせ

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。
高齢者用インフルエンザ予防接種（定期予防接種）を実施します。

（対象者）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
板野町に住民登録がある方で、
①65歳以上の方
②60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓または呼吸器機能に障がいがある方（日常生活が極度に制限

される程度の障がい）およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に障がいがある方（日常生活が
ほとんど不可能な程度の障がい）

上記①、②以外の方は、任意予防接種となり全額自己負担になります。
（接種当日持参するもの）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
①の方は、保険証を本人確認のためご持参ください。
②の方は、身体障害者手帳または医師の診断書をご持参ください。
※健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

（実施期間）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
平成30年11月１日から平成31年１月15日まで （ただし、ワクチンがなくなり次第終了になります。）
〈接種を受けることができる板野町内の医療機関〉

※接種料金：1,600円（料金5,044円のうち町が3,444円補助します。ただし、65歳以上の生活保護世帯に属する方は免除です。）
※予防接種は、ワクチンの都合等がありますので、電話予約してから医療機関を受診してください。

高齢者用インフルエンザ予防接種を広域化（徳島県内の委託契約できている医療機関等）で実施します。町外で接種
希望する場合は、福祉保健課にお越しください。契約できているか確認後予診票をお渡しいたします。

お問い合わせ　役場福祉保健課　予防接種係　☎６７２－５９８６

医療機関名 住　所 電話番号 医療機関名 住　所 電話番号
井上病院 犬　伏 ☎672–1185 豊岡医院 大　寺 ☎672–0052
近藤内科医院 那　東 ☎672–5630 ファミリークリニックしんの 下　庄 ☎672–5148
三愛内科 吹　田 ☎672–0176 福島内科 西中富 ☎672–4970
新野医院 下　庄 ☎672–0571 みやざき内科診療所 羅　漢 ☎672–6618
竹本内科 大　寺 ☎672–0174

年金相談・お手続きの際は、
ぜひご予約を！

　日本年金機構の全国の年金事務所では、年金相談や年
金請求手続きについて、「事前予約」を行っています。お
待たせ時間の少ない「予約相談」をぜひご利用ください。

◆予約相談希望日の１か月前から前日まで受付してい
ます。

◆お申し込みの際は、基礎年金番号のわかるもの（年金
手帳や年金証書など） をご用意ください。

●予約方法●
　全国共通の予約専用受付電話
　☎0570－05－4890
　徳島北年金事務所　☎655－0200
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

　₉月₂日（日）に愛知県名古屋市で開催されました
「第25回カローリングカップ」において、ぴょん太スポー
ツクラブＡチームのみなさんが優勝を果たしました。
　ぴょん太スポーツクラブでは、いろいろなニュース
ポーツに取り組んでいます。ご興味のある方は、見学・
体験にぜひお越しください。

【お問い合わせ】
ぴょん太スポーツ
クラブ
☎635―4828

 板野町消費生活相談所　☎６７２-６
むつとしたら救急！

０９９　FAX６７２-１１１３　
フリーダイヤル

０１２０-７
な

８
や

３
み

-５
いつもないない

７７

●平成30年度「おさいふ学ミニ講座第₇回目」開講！
日　時： 11月₉日（金） 午後₁時30分～ 午後₃時
場　所： 板野町町民センター₁階 多目的ホール（板野町大寺字亀山西169－5）
講　師：弁護士 篠原 健 氏　　テーマ：身近な法律
　法律は親しみにくい、自分には関係ないと思われがちですが、生活の中で法律を
知っているといざというときに大変役立ちます。わかりやすいお話で、楽しく学び
ましょう！！
※講演時間は１時間程度を予定　※当日受講も可能
　参加をご希望の方は、板野町消費生活相談所までお申込みください。

≪消費者トラブル最新情報≫
●自然災害関連の消費者トラブル

【情　　　報】…地震や台風、大雨、土砂災害などの自然災害が発生すると、それに関連した消費者トラブルが起こ
ることがあります。雨漏りなどの住宅修理の強引な契約、保険契約や修理サービスの勧誘、台風で交通の便が欠
航した場合の払い戻し等のトラブルなど内容は様々です。さらに、被災地から離れた地域でも、義援金と称した
詐欺なども起こっています。

【アドバイス】
①修理工事などの契約では、複数の業者から見積もりを取ったり周囲に相談するなど、その場で決めずに慎重にす

すめましょう。
②交通機関や旅行などの契約では緊急時（災害時）の対応について書類やホームページなどで確認しておきましょう。
③親切心につけこむようなあやしい情報には乗らないよう気をつけましょう。
 「第₂回エシカル消費座談会」を開催しました ₉／２１
　板野町の活性化やエシカル消費の推進の取り組みについて、意見交換を行
う会です。今回は、町内企業や個人の方など20名の方が参加され、板野町は
自然が豊かでおいしいモノが豊富、子育てしやすい、特産物（板野ブランド）
がほしい、さらにエシカル消費を学び、考えることで、地域活性化の手がか
りとなることを期待しているなどの意見がありました。
　エシカル座談会は約₂ヶ月に１度開催予定です。興味のある方は気軽にご
参加ください。

〈相談受付時間〉月曜日～金曜日　午前₉時～午後₃時 ※土・日・祝日・年末年始はお休みです。
９月の相談件数は35件でした。

第25回 日本カローリング協会
全国大会優勝

秋の全国交通安全運動を
実施しました

　秋の全国交通安全運動期間中の₉月28日に、安全協
会や交通安全母の会、板野署、郵便局の方々に加え、
阿波銀行板野支店と徳島銀行板野支店の方々にも参加
していただき、阿波銀行前の交差点で交通安全を呼び
かけました。
　また、同時刻に高齢者推進委員の方々と交通安全教
育指導員も町内₃箇所の交差点で交通安全運動を実施
しました。
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

【お問い合わせ】文化の館　☎672－5888

芸術・文化・実りの秋。
板野町文化協会のみなさんが、この一年間の成果を一堂に会し、披露してくれます。
芸術・文化に触れ、紅葉を楽しみながら過ごしてみませんか。

第34回文化展
●と　き● 11月10日(土) から11日(日)
●作　品● 写真・書道・盆栽・手芸・洋画・日本画・
　　　　　 華道など
●その他● チャリティバザー

第22回芸能祭
●と　き● 11月11日(日)午後₁時開演
●舞　台● 板野町紹介 『町内の霊場第１部金泉寺』
　　　　　 三味線・詩吟・コーラス・舞踊・合奏・
　　　　　 フラダンス・町民音頭・みんなで歌おう

平成30年度 板 野 町 文 化 祭

　いたの少年少女合唱団では鎌田百合子先生のご指
導の下、童謡やディズニーの名曲・ポップスなど色々
な歌を楽しく練習しています。町内イベント出演の
他、徳島市内でのミュージカルコンサート、町内外
の老人施設慰問など幅広く活動しています。メンバ
ーは現在幼稚園から小学生まで参加していて、お友
達もたくさんできます。ぜひ見学に来てください。
練習日：毎週火曜日午後₇時～₈時
場　所：板野町町民センター₂階会議室
会　費：一か月1,000円（その他保険・出演料等別途徴収あり）
連　絡：090-8694-4603(鎌田)

　青少年の健全育成を目的として、以下のとおり
開催します。家族・友達・地域の仲間など、たく
さんのご参加をお待ちしています。
■日　　時： 12月8日（土）
　　　　　　午前 ₉時～ 12時
■場　　所：健康の館アリーナ
■対　　象：町内在住の方
■持　ち　物：上ぐつ
■参加要件：１チーム₄名以上
■申込締切： 11月20日（火）
■お申し込み・お問い合わせ
板野町教育委員会
板野町子どもを守る会事務局
☎672－0136

いたの少年少女合唱団
♪団員募集案内♪

『長なわとび大会＆つな
引き交流会』参加者募集

ネーミングライツ事業パートナー企業を
募集します。

　板野町では、新たな財源候補や地域経済の活性化
を図るため、ネーミングライツ制度（施設命名権の
売却）を導入し、次の施設において命名権者となる
パートナー企業を募集します。募集内容詳細につい
ては板野町ホームページに掲載しています。

お問い合わせ
役場総務課 ☎672–5980

募集対象施設名

1 板野町歴史文化公園
文化の館

森の遊園地

2 板野町田園パーク
健康の館

スポーツガーデン
3 板野町町民ふれあいプラザ
4 あせび温泉やすらぎの郷
5 郡頭の郷
6 大寺橋（363号橋）
7 西中富自歩道橋（370号橋）
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

板野ぴょん太スポーツクラブ

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
11/1
楽しいテニス

2
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル休み
グラウンドゴルフ

3
Ｊｒテニス教室休み 
中級テニス教室休み 

ぴょん太
カローリング大会

4 5 6
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

7
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

8
楽しいテニス

9
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

10
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 
チアダンス教室（南公）

11 12 13
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

14
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

15
AM
ショートテニス
大会

16
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

17
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室
チアダンス教室（南公） 

18 19 20
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

21
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

22
楽しいテニス

23
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

24
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 

25 26 27
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

28
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

29
楽しいテニス

30
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

12/1
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室
チアダンス教室（南公） 

募集要項
①板野町在籍の方もしくは、板野町内勤務及び学校に在籍
　されている方。
②申込みにつきましては、ペアでの申込みをお願いします。
※ぴょん太スポーツクラブ会員外の方は参加料500円必要です。
③申込み定員数について
　65歳以上の部：10組／64歳以下の部：10組
　合計20組とさせていただきます。
※年齢については、平成30年度12月末の満年齢）
④アリーナへの入場は、上履きシューズが必要です。

日　　時：12月₂日（日）
受　　付：午前₈時30分～、試合開始　午前₉時～午後₃時
開催場所：板野町健康の館アリーナ
試合方法：ミックスダブルス４ゲーム
　　　　　先取のノーアドバンテージ
申込方法：健康の館入り口右側机の上に
　　　　　受付箱を設置しています。
申込期間：10月16日～11月20日まで
お問い合わせ：板野ぴょん太スポーツクラブ尾田
　　　　　　　☎090-5910-7249

第 1 回 板野室内テニス大会開催！
主　催：板野ぴょん太スポーツクラブ
　スポーツや地域活動を通じ健全な健康づくりをしましょう！

日　　　時： 11月17日（土）
※小雨決行・雨天時は11月18日に延期
受　　　付： 午前₈時30分
ゲーム開始： 午前₉時
場　　　所： 田園パーク・スポーツガーデン
参　加　対　象： 中学生以上から参加できます。
　参加選手は組合せで１チーム
　₅～₆名で編成します。

お問い合わせ
板野町東支部　 稲垣　　敏　☎ 672-1842
ぴょん太クラブ 高原　恵次　☎ 672-2051
板野町西支部　 久米　　守　☎ 672-2385
板野町南支部　 晃曻　　勝　☎ 672-0864
板野町Ｇ ・Ｇ協会　責任者
　　　　　　　 吉井　輝夫　☎ 090-5913-1161

第13回 板野町長杯
グラウンド・ゴルフ町民交流大会



いたの　すがお
2018年11月号

19

● ごみは町指定袋に入れて出しましょう ●

お
は
な
し
会

日　

時　

十
一
月
十
七
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
二
時
三
十
分
～

会　

場　

文
化
の
館
図
書
館

内　

容　

紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き

　
　
　
　

か
せ
。
無
料
で
す
。

新
し
く
は
い
る
本

【
一
般
書
】

発
酵
お
や
つ　

  

山
田 

奈
美
／ 

著

大
人
の
パ
ン
ツ 

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社
／ 

編

具
だ
く
さ
ん
お
に
ぎ
り

中
村 

美
穂
／ 

著

月　
　
　
　
　
　
　
辺
見 

庸
／ 

著

ど
ん
ま
い　
　
　
　
重
松 

清
／ 

著

宮
部
み
ゆ
き
全
一
冊

宮
部 

み
ゆ
き
／ 

著

野
の
春　
　
　
　
　
宮
本 

輝
／ 

著

東
京
輪
舞　
　
　
月
村 

了
衛
／ 

著

雨
上
が
り
の
川　
森
沢 

明
夫
／ 

著

男
た
ち
の
船
出     

伊
東 

潤
／ 

著

血
の
雫　
　
　
　
相
場 

英
雄
／ 

著

帰
れ
な
い
山

パ
オ
ロ
・
コ
ニ
エ
ッ
テ
ィ
／ 

著

【
児
童
書
】

天
皇
と
元
号
の
大
研
究

高
森 

明
勅
／ 

監
修

ふ
し
ぎ
な
カ
ビ竹

内 
早
希
子
／ 

著

世
界
と
つ
な
が
る
み
ん
な
の
宗
教

ず
か
ん　

    

中
村 

圭
志
／ 
監
修

メ
ガ
ネ
く
ん
と
ハ
ダ
シ
く
ん

二
見 

正
直
／ 
作
・
絵

も
み
じ
の
て
が
み

き
く
ち 

ち
き
／ 

作
・
絵

ぼ
く
の
た
びみや

こ
し 

あ
き
こ
／ 

作

そ
ら
は
あ
お
く
て

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ゾ
ロ
ト
ワ
／ 

文

「
沈
黙
の
パ
レ
ー
ド
」

東
野 

圭
吾
／ 

著

　

突
然
行
方
不
明
に
な
っ
た
町
の
人
気

娘
が
、
数
年
後
に
遺
体
と
な
っ
て
発
見

さ
れ
た
。
容
疑
者
は
か
つ
て
草
薙
が
担

当
し
た
少
女
殺
害
事
件
で
無
罪
と
な
っ

た
男
。
だ
が
、
今
回
も
証
拠
不
十
分
で

釈
放
さ
れ
て
し
ま
う
。
秋
祭
り
の
パ

レ
ー
ド
当
日
、
復
讐
劇
は
い
か
に
し
て

遂
げ
ら
れ
た
の
か
。
６
年
ぶ
り
の
ガ
リ

レ
オ
、
再
始
動
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
く
り
も
の
」 

キ
ャ
リ
ー
・
ガ
ラ
ッ
シ
ュ
／ 

文

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
つ
く
っ
て
く
れ
た

ぬ
い
ぐ
る
み
の「
ち
び
う
さ
ぎ
」。
生
ま

れ
た
と
き
か
ら
ず
っ
と
一
緒
で
、
こ
の

先
も
ず
っ
と
一
緒
だ
と
思
っ
て
い
た
け

れ
ど
…
。
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た

も
の
を
突
然
失
っ
た
少
女
が
、
永
遠
に

変
わ
ら
な
い
大
事
な
も
の
に
気
づ
く
ま

で
を
優
し
く
描
い
た
絵
本
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

272

　

先
日
、
沖
縄
県
の
宮
古
島
に
旅

行
し
た
と
き
、
観
光
客
が
行
か
な

い
ビ
ー
チ
に
行
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、
海
外
か
ら
流
れ
着
い
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ご
み
が
大

量
に
あ
り
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。

　

今
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策

は
世
界
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
や
国
内
外
の
企
業
で
も

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
ず
は
レ
ジ
袋
削
減
の

た
め
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
た

り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
資
源
ご
み

と
し
て
出
す
な
ど
心
が
け
た
い
で

す
。 11月・12月の休館日　表中 

12月

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29

日 月 火 水 木 金 土
11月

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

23
30
24
31

★裁判員候補者名簿ができるまで
　裁判員候補者名簿は、市区町村の選挙管理委員会
が選挙人名簿からくじで無作為抽出した名簿を基に、
全国の地方裁判所で作成されます。
★裁判員候補者名簿記載通知について
　平成31年の裁判員候補者名簿に登録された方には、
本年11月中旬に名簿に登録されたことの通知をお送
りします。これは、来年２月頃から約１年間に裁判員
に選ばれる可能性があることを事前にお伝えし、心
づもりをしてただくためのものです。また、併せて
調査票をお送りしますので、ご確
認ください。
　くわしくは、裁判員制度ウェブ
サイトをご覧ください。

《お問い合わせ》
　徳島地方裁判所事務局総務課 
　☎603－0111

～裁判員制度～
まもなく名簿記載通知を発送します！

第73回

国民体育大会出場者

第73回 国民体育大会出場者名（敬称略）

氏　　名 競　　技

下　籔　智　史
シモ　　ヤブ　　サト　　 シ 陸上（選手）

成年男子

岩
イワ

　川
カワ

　大
ダイ

　助 相撲（監督）
成年男子

　9月29日から10月9日まで
福井県で開催された第73回国
民体育大会に板野町から次の
2名の方が、選手並びに監督
として出場しました｡
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●
　

か
つ
て
平
成
二
十
七（
二
〇
一

五
）年
五
月
号
の
板
野
町
広
報
誌

「
い
た
の
す
が
お
」に
、「
北
の
玄
関

大
坂
口
御
番
所
を
た
ず
ね
る
」と

題
し
て
、
板
野
町
大
坂
東
谷
の
御

番
所
跡
を
紹
介
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
か
つ
て
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）年
一
月
、
阿
波
に

五
十
六
ヶ
所
、
淡
路
二
十
一
ヶ
所

あ
っ
た
、
江
戸
時
代
の
御
番
所
を

訪た
ず

ね
た
桑
井
薫
氏
の『
阿
波
淡
路

両
国
番
所
跡
探
訪
記
』の
一
書
を

手
に
し
た
。
そ
の
中
に
大
坂
口
御

番
所
の
か
つ
て
の
史
料
も
出
て
い

た
。
大
坂
口
御
番
所
の
お
も
か
げ

を
伝
え
残
し
た
史
料
な
の
で
、
今

回
ふ
た
た
び
大
坂
口
御
番
所
を
と

り
あ
げ
た
。

　

同
書
は
江
戸
時
代
当
時
、

阿
波
の
貴
重
な
御
番

所
に
か
か
わ
る
史
料

と
、
か
つ
て
の
御
番

所
の
跡
を
た
ず
ね
て

い
る
。

　

そ
の
史
料
の
中
に
、

『
阿
波
淡
路
両
国
諸
番

所
改あ
ら
た
め
ち
ょ
う
帳
』が
あ
る
。

　

こ
の
書
は
現
在
、

東
京
の
国
立
史
料
館

が
所
蔵
す
る
蜂
須
賀

家
文
書
の
中
に
あ
る

史
料
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。

　

正
徳
六（
一
七
一
六
）

年
、
阿
波
藩
六
代
藩

主
蜂
須
賀
綱つ
な
の
り矩

候
の
時
代
、
江
戸

幕
府
大
目
付
衆
横
田
備び
っ
ち
ゅ
う
の
か
み

中
守
に
提

出
し
た
、調
査
書
類
の
控ひ
か
えで

あ
る
。

　

そ
の
史
料
は
、
ま
ず
大
坂
口
御

番
所
に
、

　

一
ひ
と
つ　

切き
り

支し

丹た
ん

之の

御ご

制せ
い

札さ
つ

　

一
ひ
と
つ　

酒さ
け
づ
く
り
の

造
之
御お

さ
だ
め
が
き

定
書

　

一
ひ
と
つ　

異い
こ
く
の国
船ふ

ね

之の

御お
さ
だ
め
が
き

定
書

の
三
つ
の
掟
お
き
て

書
が「
右み

ぎ

之の

通と
お
り
ば
ん
し
ょ

番
所

二に

有こ
れ
あ
り
そ
う
ろ
う

之
候
」と
あ
る
。

　

当
時
関
所
や
番
所
に
お
い
て
、

幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
と
、
酒さ
け

造づ
く
りに

関
す
る
禁
制
と
、
外
国
船
の

往
来
に
、
と
く
に
注
意
が
払
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
る
史
料
だ
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
に
は
、
次
の

よ
う
な
文も
ん
ご
ん言
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

一
ひ
と
つ　

右み
ぎ
き
り
し
た
ん
ご
せ
い
さ
つ
に
み
ず
か
ら
の
ぶ
ん

切
支
丹
御
制
札
ニ
自
分
之

　
　
　

制せ
い
さ
つ
を
あ
い
そ
え
こ
れ
あ
り
そ
う
ろ
う
も
ん
ご
ん
ま
え

札
相
添
有
之
候
文
言
前

　
　
　

ニに
こ
れ
あ
り
を
し
る
し
と
お
り
そ
う
ろ
う

記
有
之
通
候

　

当
時
大
坂
口
御
番
所
で
も
、
キ

リ
シ
タ
ン
禁
制
が
厳き
び

し
か
っ
た
こ

と
が
、う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
次
の
よ
う
な
、
番
所
通

行
の
定さ
だ
め
が
き書が

あ
る
。

　

一
ひ
と
つ　

右み
ぎ
お
お
さ
か
ぐ
ち
な
ん
に
ょ
で
い
り
の
ぎ
は

大
坂
口
男
女
出
入
之
儀

　
　
　

家か
ち
ゅ
う
の
も
の
な
ら
び
に
ち
ょ
う
に
ん
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
そ
う

中
之
者
并
町
人
百
姓
僧

　
　
　

侶り
ょ
な
ど
に
い
た
る
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
し
は
い
に
ん

等
ニ

至
迄
夫
々
支
配
人

　
　
　

方か
た
よ
り
て
が
た
を
も
っ
て
お
う
ら
い
さ
せ

ゟ
手
形
を
以
往
来
仕
せ

　
　
　

候そ
う
ろ
う
こ
と

事

　

ま
た
他
国
よ
り
の
往
来
人
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
な
定
書
き
と

な
っ
て
い
る
。

　

一
ひ
と
つ　

右み
ぎ
お
お
さ
か
ぐ
ち
に
た
こ
く
よ
り
い
り
き
た
る

大
坂
口
他
国
ゟ
入
来

　
　
　

男な
ん
に
ょ
は
お
ち
つ
き
そ
う
ろ
う
も
の
ほ
う
よ
り

女
八
落
着
候
者
方
ゟ

　
　
　

支し
は
い
に
ん
か
た
へ
あ
い
こ
と
わ
り
て
が
た
を
と
り

配
人
方
へ
相
断
手
形
取

　
　
　

越こ
し
そ
う
ろ
う
う
え
お
う
ら
い
さ
せ
そ
う
ろ
う
な
ら
び
に
か
い

候
上
往
来
仕
せ
候
并
廻

　
　
　

国こ
く
じ
ゅ
ん
れ
い
び
と
な
ど
は
そ
の
く
に
そ
の
と
こ
ろ

巡
礼
人
等
八
其
国
其
所

　
　
　

之の
て
が
た
を
あ
い
あ
ら
た
め
と
お
し
そ
う
ろ
う
よ
う
も
う
し

手
形
相
改
通
し
候
様
申

　
　
　

付つ
け
そ
う
ろ
う
こ
と

候
事

　

物
品
の
番
所
往
来
に
つ
い
て

は
、次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
ひ
と
つ　

右み
ぎ
お
お
さ
か
ぐ
ち
よ
り
し
ょ
し
な
で
い
り

大
坂
口
ゟ
諸
品
出
入

　
　
　

之の
ぎ
は
そ
れ
ぞ
れ
し
は
い
に
ん
か
た
よ
り
い
ん

儀
夫
々
支
配
人
方
ゟ
印

　
　
　

形ぎ
ょ
う
て
が
た
を
も
っ
て
あ
い
あ
ら
た
め
と
お
し

手
形
を
以
相
改
通
し

　
　
　

申も
う
す
そ
う
ろ
う
こ
と

候
事

　

こ
う
し
た
掟お
き
て
が書

き
が
、『
阿
波
淡

路
国
諸
番
所
改
帳
』に
は
記
録
さ

れ
、
こ
の
よ
う
に
大
坂
口
御
番
所

は
運
営
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
大
坂
口

御
番
所
は
代
々
村
瀬
家
と
久
次
米

家
が
御
番
人
だ
っ
た
。

　

槍　

弐
筋

　

突
棒　

壱
本

　

刺さ
す

俣ま
た　

壱
本

　

鉄
砲　

弐
挺　

玉
目
三
匁
五
分

　

な
ど
、
多
く
の
警
備
用
の
武
具

な
ど
が
、
御
番
所
に
備
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
も
、史
料
か
ら
わ
か
る
。

　

桑
井
薫
氏
は
、『
阿
波
淡
路
両
国

番
所
跡
探
訪
記
』で
、
大
坂
口
御

番
所
跡
を
た
ず
ね
、
次
の
よ
う
に

解
説
を
し
て
い
る
。

　

大
坂
口
御
番
所
は
阿
波
藩
に
と

っ
て
は
、
最
も
重
要
な
番
所
で
あ

り
、番
人
も
二
人
配
置
さ
れ
て
い
た
。

　

番
所
は
板
野
町
大
坂
字
東
谷
に

あ
っ
た
。

　

現
在
其
処
に
久
次
米
文
雄
氏
、

村
瀬
元
一
氏
が
住
居
し
て
い
る
。

両
氏
は
番
所
役
人
の
末
裔
で
あ

る
。

　

位
置
は
Ｊ
Ｒ
線
の
阿
波
大
宮
駅

の
北
、
五
百
米
程
の
所
に
あ
る
。

　

大
坂
の
御
番
所
跡
は
、
毎
週
日

曜
日
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
開
館
さ
れ
、
公
開
が
さ
れ
て

い
る
。
板
野
町
の
貴
重
な
史
跡
の

一
ヶ
所
だ
。

　

新
し
く
番
所
跡
の
東
側
に
、
駐

車
場
も
完
成
し
た
。

　

訪た
ず

ね
て
ほ
し
い
町
内
の
史
跡

だ
。

　
大
坂
口
御
番
所
の
歴
史
を
辿た
ど

る

「大坂口番所跡（久次米家、村瀬家）」
（阿波淡路両国番所跡探訪記より）

九
十
二
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,629 1,240 1,666 6,535 △ 6

女 3,996 1,337 1,692 7,025 △ 6

合　計 7,625 2,577 3,358 13,560 △ 12

世　帯 3,239 1,052 1,349 5,640 △ 8

人口のうごき

平
成
30
年
10
月
25
日
現
在

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

親 

の 

氏 

名

子 

の 

名

住　

所

性 

別

堤　
　
　

祐　

仁

・

絵　

美

音オ
ト　

羽ハ

川

端

女

岡　
　
　

達　

也

・

め
ぐ
み

柊シ
ュ
ウ　

汰タ

那

東

男

秋　

山　

篤　

史

・

加
奈
子

律リ
ツ　

揮キ

川

端

男

吉　

山　

聖　

真

・

み
ゆ
き

仁ト　

彪ア

西
中
富

男

瀬　

尾　

拓　

爾

・

暢　

子

真マ

コ

ト生

羅

漢

男

筒　

井　

幸　

太

・

由
加
里

麦ム
ギ

吹

田

女

吉　

岡　

拓　

也

・

真
由
子

蒼ソ
ウ　

太タ

那

東

男

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏　
　
　

名

年　

齢

住　

所

森
　

　

　

寛
　

彦

58

西
中
富

賀
　

川
　

平

八

郎

87

那

東

里
　

見
　

　

　

葊

75

川

端

田
　

中
　

浩

三

郎

78

那

東

岡
　

本
　

　

　

理

90

西
中
富

三
　

原
　

良
　

子

101

川

端

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

夫 

の 

氏 

名

住　

所

妻 

の 

氏 

名

住　

所

稲

井

慎

一

大

寺

渡

辺

文

子

大

寺

★日　時： 11月16日（金） 午後₇時30分～
★種　目：ラージ卓球
★場　所：田園パーク健康の館アリーナ内
※参加無料　※準備物：室内シューズ
※町広報のため写真等を撮影することをご了承ください。
※ラケットには限りがございますので、ラケットをお持ち

の方はご持参ください。

ファミリースポーツの
ご案内

●お問い合わせ● 板野町教育委員会 ☎672-0136
　　　　　　　　 板野町健康の館　 ☎672-3333

なぞなぞ問題：
　部屋にカギをかけるのって何年生から？
ヒント：鍵（かぎ）を…
　（答えは次回のファミリースポーツの広報に掲載します。）
☆（10月）なぞなぞ問題のこたえ☆
　せなかはあったかくて、おなかの中は冷たいものってなぁ～に？
　冷蔵庫（れいぞうこ）

11月11月
板野西小学校

・板野南小学校板野西小学校
・板野南小学校

金管バンド部金管バンド部
クリスマスコンサートクリスマスコンサート

【日　時】 12月₈日（土） 午後₄時～
【場　所】 あすたむらんど　くつろぎ館(レストラン内)
【プログラム】
　①板野西小学校による演奏
　②鳴門教育大学大学院生によるバイオリン演奏
　③板野南小による演奏
　たくさんの方のお越しをお待ちしています。

板野西小学校・板野南小学校　金管バンド部
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 Ca

le
nd

ar
日

曜
日

行　

事
／
事　

業

５

月

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

６

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

7

水

立
冬

離
乳
食
講
座
、
股
関
節
脱
臼
検
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
10
時
15
分
～
10
時
40
分

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

8

木

乳
児
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

は
ら
ぺ
こ
ク
ラ
ブ（
東
公
会
堂
）　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

9

金

10

土

板
野
町
文
化
祭（
文
化
の
館
）　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

11

日

板
野
町
文
化
祭（
文
化
の
館
）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

板
野
町
芸
能
祭（
文
化
の
館
）　

午
後
１
時
開
演

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム（
鳴
門
）　

午
後
２
時
～

12

月

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

13

火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

14

水

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

若
い
世
代
の
血
糖
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

巡
回
職
業
相
談（
東
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

15

木

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン（
東
公
会
堂
）　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

16

金

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ　

ラ
ー
ジ
卓
球（
健
康
の
館
）　

午
後
７
時
30
分
～

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

１

土

総
合
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
８
時
～
10
時

２

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

３

月

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

４

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

特
設
人
権
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

５

水

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

６

木

つ
く
し
の
会「
誤
え
ん
性
肺
炎
予
防
」（
東
公
会
堂
）　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

7

金

大
雪

8

土

9

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

10

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

11

12

月

月
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
～
22
時

　

休
日
：
９
時
〜
22
時

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、
確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日 

受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

電
話
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

当
番
医

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

17

土

お
話
し
会（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

18

日

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

19

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク
ラ
ブ（
東
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

20

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

21

水

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）

22

木

小
雪

23

金

勤
労
感
謝
の
日

24

土

25

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

26

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

27

火

28

水

心
配
ご
と
交
通
事
故
・
一
般
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

29

木

つ
く
し
の
会（
東
公
会
堂
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

血
管
若
返
り
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

30

金

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

11 月
５

月

く
ぼ
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
7
8

–

7
1
4
1

６

火

香

川

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

9
7
7
0

７

水

森

本

医

院
藍
住
町

6
4
1

–

4
1
4
1

８

木

中

川

整

形

外

科

医

院
藍
住
町

6
4
1

–

2
2
8
8

9

金

稲

次

病

院
藍
住
町

6
9
2

–

5
7
5
7

10

土

高

田

整

形

外

科

病

院
北
島
町

6
9
8

–

8
6
8
9

11

日

福

島

内

科
板
野
町

6
7
2

–

4
9
7
0

12

月

浜

病

院
藍
住
町

6
9
2

–

2
3
1
7

13

火

安

芸

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

6
1
1
1

14

水

清

水

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

8
9
0
0

15

木

あ
い
ず
み
皮
ふ
科
藍
住
町

6
9
2

–

9
2
1
1

16

金

奥

村

医

院
藍
住
町

6
9
2

–

2
4
0
3

17

土

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

5
1
5
7

18

日

新

野

医

院
板
野
町

6
7
2

–

0
5
7
1

19

月

山
田
眼
科
藍
住
藍
住
町

6
9
2

–

8
1
1
8

20

火

矢

野

医

院
藍
住
町

6
9
2

–

4
4
1
1

21

水

山

根

眼

科
藍
住
町

6
9
2–

８
１
７
１

22

木

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

8
6
5
5

23

金

み

や

ざ

き

内
科
診
療
所
板
野
町

6
7
2

–

6
6
1
8

24

土

堀
口
整
形
外
科
北
島
町

6
9
8

–

5
1
1
1

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

11 月
25

日

フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
し
ん
の

板
野
町

6
7
2

–

5
1
4
8

26

月

西
條
耳
鼻
咽
喉
科
藍
住
町

6
9
2

–

8
7
1
1

27

火

富
本
小
児
科
内
科
藍
住
町

6
9
2

–

7
2
2
8

28

水

中
山
産
婦
人
科
藍
住
町

6
9
2

–

0
3
3
3

29

木

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

オ

ク

ム

ラ
藍
住
町

6
9
2

–

4
7
7
1

30

金

き
は
ら
耳
鼻

咽
喉
科
医
院
藍
住
町

6
9
3

–

0
0
8
7

12 月
１

土

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

0
3
0
3

２

日

近
藤
内
科
医
院
板
野
町

6
7
2

–

5
6
3
0

３

月

近
藤
外
科
内
科
藍
住
町

6
9
3

–

1
1
8
8

４

火

こ
や
ま
小
児
科

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
3
7

–

3
2
1
1

５

水

大
久
保
内
科
藍
住
町

6
9
2

–

1
2
2
0

６

木

杉
み
ね
整
形

ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
9
3

–

1
0
2
1

７

金

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
9
3

–

3
0
2
0

８

土

越
智
内
科
胃
腸
科
北
島
町

6
9
8

–

3
1
1
1

9

日

井

内

内

科
上
板
町

6
9
4

–

5
3
5
3

10

月

小
松
泌
尿
器
科
藍
住
町

6
9
2

–

1
2
7
7
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九
月
三
日
に
板
野
西
部
消
防
組
合
よ

り
、
三
名
の
消
防
士
の
方
々
の
指
導
で
、

幼
稚
園
児
を
対
象
に
防
火
教
室
を
行
い
ま

し
た
。

　

防
火
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
子
ど
も

た
ち
自
身
が
火
災
か
ら
身
を
守
れ
る
よ

う
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
火
の
怖
さ
を
理
解
す

る
た
め
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
を
通
し
て
ど
ん
な

時
に
火
事
に
な
る
の
か
、
子
ど
も
だ
け
で

火
を
使
わ
な
い
こ
と
等
を
学
び
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
煙
の
怖
さ
を
身
近
に
体
験
す

る
た
め
、
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
覆
い
な
が
ら

煙
の
中
を
す
す
む「
煙
体
験
」も
行
い
ま
し

た
。
子
ど
も
達
に
は
火
災
時
の
煙
に
備
え

て
、
日
頃
か
ら
ハ
ン
カ
チ
を
持
つ
よ
う
促

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
消
火
器
を
使
っ

て
火
を
消
す
訓
練
を
し
、
消
防
車
に
も
乗

せ
て
も
ら
い
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し

た
。

　

常
に
災
害
に
対
し
て
の
危
機
意
識
を
持

ち
、
災
害
が
起
き
た
時
、
大
切
な
命
を
自

分
で
守
れ
る
よ
う
、
今
後
も
防
災
教
室
を

行
う
予
定
で
す
。

「
防
火
教
室
」 

板
野
町
西
児
童
館

消火器うまくつかえるかな？

大きくなったら消防士になるよ。ハイポーズ！
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